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要旨 ： 回 転式遠心破塊装置 に より製造 した 皿S　A 　5021の 規定を満足す る再生骨材 H，および再生骨材の 製造

過 程で 発 生す る再生微粉を混入 した コ ン ク リートの 諸性質に つ い て 実験的 に検討した。そ の 結果，再生細骨

材 H を用い た コ ン ク リ
ートの 品質は従来の コ ン ク リ

ート用骨材を用い た 場合 と概ね同等 で ある こ と，再生骨

材 に 加 え再生微粉 を混和材料 として 多量 に 混入 した コ ン ク リ
ー

トは，収縮 ひ ずみ が やや増加する傾向に あ る

もの の ，圧 縮強度 の 増加や中性 化 深 さの 低減 が 図 れ る こ と，適切 な空 気量 の 確 保 に よ り耐 凍害性 が満 足 で き

る こ と，な どが 明 らか とな っ た。

キー
ワ
ード ： 再 生 骨材，再 生 微粉，回転式遠心 破塊装置，リサイ クル ，混和材料

1．は じめに

　 コ ン ク リート構 造 物 の 老 朽 化 に 伴 う解体 ・更 新 需要 の

増加 に よ り，コ ン ク リ
ー

ト塊 の 発生 量 は平成 12年度の 3

〜4 千万 トン ！年から，平成 22 年度には 璽5 千万 トン ノ年に

ま で急増す る と予測され て い る
1）

。 現在，
コ ン ク リート

塊 は そ の 大 半 が路盤の 埋 戻材と して 有効活 用 され て い

る が，今後 の 発 生 量の 増加分を補うに は新た な活用先の

確保が 必要 で ある。そ の 方策 と して，再生骨材 コ ン クリ

ー
トの 普及 に 向けた 規準類 の 整備 が 進められ，既 に 再生

骨材の 品 質 に 応 じて ，nSA5021 「コ ン ク リー ト用再生骨

材 H 」，皿SA5022 「再生骨材 コ ン ク リ
ー

トM 」 お よび ∬S

A5023 「再生骨材 コ ン ク リートLl が制定 され て い る。

こ の うち，再 生 骨材 H は密度や 吸 水 率 とい っ た 物 理 的 性

質が 従来の コ ン ク リ
ート用骨材と同等で ありJ 耐久性な

どを要求 される構造体 コ ン ク リ
ー

トに 適用可能 で ある。

　再 生 骨材の 製造方法 は ， 既 に種 々 の 方式が 考案され て

お り，良質な再 生 骨材を製造す る こ とが 可能で あ る が，

設備 ・運用 コ ス トが 高い な どの 課題 も残 されて い る 。 ま

た，良質な再 生骨材を製造す る に は 骨材表面 に 付着した

セ メ ン トペ ース ト分 を除去す る必 要 が あ り，多量の 微粉

末 （以下 ， 再生微粉と呼称〉が副産 され る 。 こ の 再生 微

粉の 有効活用方法の 確立 が，再生 骨材 コ ン ク リ
ートの 実

用化 に お い て 重要 な課題 とな っ て い る
2）。

　そ こで ， 本研 究で は ， 再生骨材製造装置に 濁水処 理 設

備 が 不 要 で設 備
・
運用 コ ス トを低減で き る 回 転式遠心破

塊装置を採用 し，本装置で 製造した 再生骨材の 品質な ら

び に 再生骨材 コ ン ク リートの 諸性質に っ い で検討 した。

更 に，再 生微 粉 の 有効 活 用 先 確 保 の 観 点 か ら，再 生 骨 材

に加 え 再生 微粉を コ ン ク リート用混和材 と して 多量に

混入 した コ ン ク リ
ートの 品質 につ い て も検討 した。

2．再生骨材製造シ ス テム の擬蔓 と再生 骨材の 品質

2．1 再生 骨材製造 シス テ ム の 概要

　本研究 で用 い た再生骨材製造 シ ス テ ム の 概要を図
一1

に示す。こ の シ ス テム は，大別するとコ ン ク リ
ー

ト塊を

粉砕し再生骨材を取り出す 「回転式遠心破塊装置 」 と製

造 した再生 骨材を分級する 「エ ア ス ク リーン 」 か ら構成

され て い る
3）。回転式遠心破塊装置 は ，回 転 に よ る遠心

力が 作用する装置内で コ ン ク リ
ー

ト塊同士 を衝突 させ ，

骨材 の 周囲に付着 したセ メ ン トペ ー
ス トを除去す るメ

カ ニ ズ ム で あ り，骨材 の 角張 りを減 ら し丸 み の あ る形状

に 加工 して 取 り出 す こ とが で き る 。 ま た ，
エ アス ク リー

ン は，プ ロ ア を用 い て 高圧 空 気 を吹き付 け る こ とで ，骨

材粒 子 の 表 面 に 付着 し た 微粒 分 を強 制的 に 分離させ る

と ともに，所定の 粒径毎に 骨材を分級する こ とが で きる。

先述の ように，本 シ ス テ ム は 製造工 程に お い て 水処理 を

実施 しない 乾式 タイ プ で あ り，廃水処理 の た め の プ ラン

ト設備 が 不要 で設備や運用 の コ ス トを大幅 に 低減 で き

る利点を有 して い る 。

2．2再 生 骨材の 発 生割合と品 質

　再 生 骨 材製造 シ ス テ ム に よ り コ ン ク リート塊 か ら 再

生骨材を取 り出す際の 各材料 の 発生割合を図
一2 に 示す 。

なお，本研究で は原 コ ン ク リ
ー

ト塊 に 材齢 1年程度 で 圧

縮強度 40N  
2
の コ ン ク リートを使 用 した。破砕処理 前

の コ ン ク リート塊 は，粗骨材約 40％強，細骨材約 35％，

セ メ ン ト水和 物が 約 25％の 割合で ある の に 対 し，処 理 後

は粗骨材5％ ， 細骨材40％， 微粉55％と全般的に 粒径が

小 さ くな っ て お り，半分以上 は 再生 微粉で あ る。製造過

程 に お い て 骨材 の
一

部 が破 砕 され て い る た め と 考 え ら

れる。破砕 処 理 の 工 程や稼動条件を調整す るこ とで ，再

生骨材の 歩留ま りを高める こ とは 可能 と考えられるが ，
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ト塊 ⇒ 回転式遠心 破塊装置
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図
一1 再生骨材製造シス テ ム の 概婁 と再生骨材および再生 傚粉 の 外覩

【コ ンクリート塊】 【再生骨材製造後】

図一2 再 生骨材およ び再生微 粉の 発生割合

コ ン ク リート塊 の 約 1×4 は も と も とセ メ ン ト硬 化 体 で あ

り，再生 微粉 の 有効活用先 の 確保が 重要な 課題 で あ る。

　製造 した 再生骨材お よび 再生微粉，な らび に比較用 と

して実験で使用 した 天 然骨材の 物理的性質を表 一1 に示

す。再生 骨材 は ， llSA5021 「コ ン ク リート用 再生 骨材 H 」

の 規格で ある絶乾密度 2．5gXcm3以 上，吸水率 3．5％以 下

（細骨材）お よび 3．0％以 下 （粗骨材） を満足 す る品質

が 確保 され て い る。再生 微粉 は ，ブ レ ー
ン 値 2700cm21g

で セ メ ン トに比 べ やや粗 い 粉末 で あ る。ま た，皿SA6201

お よび nSA6206 に よ る 高炉 ス ラ グ微粉末や フ ライ ア ッ

表
一1 再生骨材および再生微粉と比較用骨材の物理的性質

物理 前性質

種類
記

号
表乾

密度

＠ cm う

絶 乾

密 度

＠ 。m う

吸水畢

（髄 ）

粗 粒率

F．M．
夾積 率

（96）

徴粒分

　量

〔％ ）

陸砂 S12 ，632591 ．552 ．8068 」61 ．1細

骨
材 砕砂 S22 ．652 ．611 ．392 ．7263 ．143

再生細 骨材 RS2 ．612
．55

＞2．5拿12
．45

〈a5
ゆ12

．8867 ．41 ．3

砕石 201G 重 2．662 ．64q697 ．oo 雪 一
籾

骨

材

砕石 151G22 ．662 ．63 αB77 ．oo 一 一

砕石 1005G 題 2．652 ．621 ρ56 ．oo 曽 一

再生 組 骨材
　 冒005R

〔旨 2．682
，65

＞ 2．5寧1L25 　 　 ●1
〈ao6

．oo 一 一

再生徽 粉 RP 密度23 アg〆cm3 ，含水率＆396，ブレーン 値2700 
2
／区

フ ロー憧比96％喉 活性度指 数4696（材 齢28日》
蝿

“1JISA5021 「コ ンクリ
ー

ト用再生骨材 H 」の 規祐

唖 JISA620t 「コ ンクリ
ー

ト用フライアッシ ュ 」付属 書1（観定爿二準拠

嶋 JISA6206 「コ ンクリート用高炉ス ラグ像粉末」付属書傚 定》に準 拠

シ ュ な どの 混和材 の 品質規格 に 準 じて 試験 した 場合 の

フ ロ ー値比 は 96％， 材齢 28 日の 活性度指数は 46％で，

活性度 が低い 微粉 末 で あ る 。なお，文献
4）
の 方法に 準拠

し て 再生 微粉中の セ メ ン ト分 お よ び 骨材分 の 割合 を測

定 した と こ ろ，両者が 同 量程度ずつ 含有 され て い た 。
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表一2 輿験の 組合せおよび コ ン クリ
ー

トの 配合

単　位 　 量　 （k4m3 ）

実験
シリ

ーズ
配号

スラ
ンプ

（om ）

空気
量

（％ ）

W ／C

（％ ）

8 ノ●

（％）

緬骨材 報黌材 混和購 〔C梱 P 翼 96）
wC 昨

S1S2 恩 G1G2G3 船 照 … SP 疋

S雪 47．0165 鋤 8弱 ■ 一 195 榔 292 鹽 025 冒 一 ODO2
比 較用

S2 4go1753 柵

0
髄 8η 一 130458275 騨 ■ 1．50 一 0．004

RS50 鴨 49．0165 緲 457 暫 欄 1884 幡9281 ■ 一 1ρ0 響 oρ12
1

RS100 ％ 1204 ．555 ．o49 ρ 1ア5318oo 一 謝 180 欄 275 一 025 一 ， 0ρ52

RP 42．6 隅 一 一 185463278 呷 ， 一 0．100 ρ22

2 閥P＋ RS 44β 165 柳 2003 聞 鴫 鍬 1η 447269 一 一 騨 Oβ00 ρ22

RP＋RS◎RG 44．6 365 ■ 344180 鵯 7 一 258 曽 曹 0．600 ρ27

3，実験概 要

　実験の 組合せ お よ び配合を表一2 に 示 す 。 実験 は大 別

し て 2 っ の シ リ
ーズ で 実施した。シ リ

ーズ 1で は ，回転

式遠心破 塊装置 に よ り製造 した再生細骨材 を用 い た コ

ン ク リートの 諸性質につ い て調べ る ため，再生細骨材を

細 骨 材 の 50％ お よび 100％ 使 用 した ケース に つ い て試 験

した 。 シ リーズ 2 は ， 再 生 微粉の コ ン ク リート用 混和 材

と して の 適用 性 につ い て検討す る こ と を 目的 と して，再

生微粉を 200kglm3　nt入 した場合，お よ び 再 生 骨材 と再 生

微粉の 両者を併用 した場合 に つ い て 検討 した。コ ン ク リ

ー
トの 配合条件 は，一

般的な土木用 コ ン ク リ
ート構造物

へ の 適用 を想定 して 、水セ メ ン ト比 55％，目標 ス ラ ン プ

12cm， 目標空気量 4．5％ と した 。

　セ メ ン トは高炉セ メ ン ト B 種 （密度 3．04grc皿 3
，ブ レ

ー
ン値 3830cm2／g）を使用した。混和剤は，　AE 減水剤の

標準型 （WR ），高機能型 （HWR ）および高性能 AE 減水

剤 （SP） の 減水 率 が異 な る 3 種 類 を 用 い ，空気 量 調 整用

として AE 剤を使用 した。コ ン ク リートの 種類毎 に所定

の ス ラ ン プ，空 気量 が 確 保 され る よ う こ れ ら減水剤 の 種

類や添加量お よび AE 剤 の 添加量を調整 し た
。

　 コ ン ク リートの 練混 ぜ は 20± 3℃ の 恒 温 室内で 行 っ た e

練 混ぜ に は 二 軸 強制 練 り ミ キ サ （公 称 容 量 60L ） を使 用

し，1バ ッ チ の 練 混ぜ 量 は 50L と した 。
セ メ ン ト，粉体

お よ び 骨材 を投入 し空練り した後，予め混和剤を溶解さ

せ た 練混ぜ 水を投入 し，
AE 減水剤 を用い た 場合 は 60 秒

間 ， 高性能 AE 減水剤 の 場合 は 120秒間それぞれ練 り混

ぜ た 。
コ ン ク リートの 試験項目お よ び 準拠規準を表一3

に 示す。なお，ス プ レ ッ ド試験は外力を作用させ た 場合

の コ ン クリ
ー

トの 変形特性 を検討するた めに実施した。

4．実験結果および考察

4．1 シ リ
ーズ t 回転式遠心確塊装量に よ り製造した 再

　　生細骨材を用 いた コ ンク リートの 品質

　（1）フ レッ シ ュ コ ン ク リートの性状

　各種細骨材 を用 い た 場合 に 所要 の ス ラ ン プ を確保す

る ため の単位水量の相違を図一3 に示す。再生細骨材 を

用 い た 場 合の 単位水量 は ， 陸砂 と砕砂を用い た 場合の 中

表
一3　試験項目および準拠親 準

試験項昌 試験方淑 準拠規準）

ス ラン プ試験 J1SA1101 ，2005

空気量試験 』SA1128 −2005

スプレツド試験 OIN　1048

ブリ
ーデイング試験 』SA1123 −2003
麗結試験 J苴SA1147 −2001

圧縮強度
JIS　A て108−2006
試験材 蛉：7日，28日，91日

畏さ変化 試験
J慮 A1129−32001
旧 澗水 中養生 復，測 寔闘始

自己収縮試験
JCトsqA4
高流動コ ン クリートの 白己 収 縮賦 験方遙

凍結融解鼠験
」1SA1148−2001　 A法 ：水中凛鯖融 解鼠験

試験開蛤材鰍 28日

中性化深 さ
」1SA 羽 53−2006
CO2濃 康596，中性 化健進期闇6ヶ 月

塩分浸透 試験
JSC ε

一｛盖572 ：2003

塩分浚度10％，浸潰期簡6ヶ月

硬化コ ン クリ
ートの

　　 空気 量
画像屏析装置に より測定価 積 比法）

（ 200tU

己 190

噌

莓…

耕
　 170

160

　 　 　 　 150
　　　　　　　　　細骨材の租類

図一3 各種細骨材を用 いた コ ン クリートの単位水畳

間的な値 とな っ て い る。 砕砂を用 い た場合と比 べ て単位

水量を低減で きるの は，回転式遠心破塊装置に よ り角張

りが少 な く実積率 の 大きな骨材が製造 され て い る た め

と考え られ る 。

　陸砂 お よび 再 生細骨材の 顕微鏡観察結果を写真一1 に，

再生細骨材 の 粒径別ペ ー
ス ト付着率測定結果を表

一4 に

示す。なお，ペ ース ト付着率 は，粒径別に ふ る い 分けた

再 生骨材を塩酸に 3 日間浸漬 させ た 際の ，浸漬前後 の 質

量変化率か ら求めた 。 写真一1 か ら再生細骨材の 粒径

0．3  以 下 の 細粒分に は 白色の セ メ ン トペ ース ト塊が認
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写真
一1 再生細骨材の ●微鏡観察結果

表一4 再生細骨材の粒径別ペ ース ト付着率

粒子 径
（mm ）

5〜252 ．5酎1212 削0．60．6即0．303
〜

　　0．15o
．15〜

　　O．075
ペ ー

ス ト

付着率

　（％ 》

4．85 ．24 ．03 ，913 ．015 ．4

め られ る。ま た，表一4 よ り，粒 径 0．3  を 境に そ れ 以

下 の 粒 子 径 で は ペ ース ト付着率が急激 に 増加 し て い る。

ペ ー
ス ト塊 は 骨材 と は密度や 吸水率 お よび表面状態が

異な る と考 え られ，再生 細 骨材 の 細 粒 分 に ペ ー
ス ト塊 が

含まれ て い るこ とが 陸砂 に 比 べ 水量 が 増加 した
一

因 と

霎
550

）

埋 500
笛
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rく
400
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祷 4

ヤ

、ト 21D

　 O

　 　 SI　　　　　　 S2　　　　　RS50％ 　　　　RS100％
　 　 　 　 　 　 コ ン ク リ

ー
トの 種類

図
一4　ス プ レ ッ ド試 験結果 （シ リーズ 1）

　 　 　 SI　　　S2　ns50SCns100− 6
　 　 　 コ ン ク リ

ー
トの種 類

図
一5　ブ リーデ ィ ン グ試験

　　　結景 （シ リーズ 1）
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図一6 凝結試験結果

　　　　（シ リ
ーズ 1）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図
一7　圧縮強度試験　　　図

一8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結果 （シ リーズ 1）

用の 際 に は ， 骨材群 と して の 密度や 吸 水率だけ で な く，

細粒 分中の ペ ー
ス ト塊の 混 入 に も留 意す る 必 要 があ る

こ とを示すもの と考えられる。

　再生細骨材 コ ン ク リ
ー

トの ス プ レ ッ ド試験結果 を 図

一4 に示す。再生細骨材 コ ン ク リ
ートの ス プ レ ッ ド値 は

陸砂 お よび 砕砂 の 場 合 の 中間 的な値 とな っ た。砕砂 に 比

ベ ス プ レ ッ ド値が 大 き い の は 角張 りが少ない 形状 の た

め と考 え られ る。

　 プ リ
ーデ ィ ン グ お よび 凝結試 験 結 果 を図 一5 お よび 図

一6 に示す。再生細骨材を使用 した 場合，陸 砂 お よび砕

砂 を用 い た 場 合に 比 ベ プ リ
ー

デ ィ ン グは 増大 し，凝結 は

や や 遅延す る結果 とな っ た 。
ブ リーデ ィ ン グ の 抑制に は

細 粒 分 を増加させ る 必 要 があ るが，本実験で 用 い た再生

細骨材の 細粒分に は ペ ース ト塊が 多 く 含 まれ る こ と か

ら，再 生細骨材の 粒度分布を変更するの で はな く，別途，

細粒分 の 多い 細骨材 と 混 合使 用 す る こ とや適切な混和

材料を補 う，などの 対策が 必要と考 え られる。

　（2）圧 縮強度特性

　 圧縮 強度お よび 静弾 性係数 測定結果を図一7 お よび図

一8 に 示す。再生細骨材を使用 した コ ン ク リートの 圧 縮

強度は，各材齢 に お い て ，陸砂 を用 い た場合 に 比 べ や や

増加 して お り，砕砂を用い た 揚合 と 同程度 で あ る。再生

細骨材 の 細粒分中のペ ース ト分 に 未水和セ メ ン ト分が

含ま れて い る可能性や，陸 砂に 比 べ る と表 面 形状 が 粗 で

あ る こ となどが要因 として考えられる。一
方，弾性係数

は骨材の 種類 に よ る顕著な違い は認 め られ ない
。
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静弾性係数測定

結果 （シ リーズ 1）
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　　　 図
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図一10　長 さ変化試験結梨 （シリ
ーズ 1）
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図
一11　中性化深さ測定結果　図

一t2　塩分浸透深 さ測 定

　　　　（シ リーズ 1）　　 　　 　　 　 結果 （シ リ
ーズ 1）

　（3）収縮特性

　 長さ変化および自己収縮 ひ ずみ 測定結果 を 図 一9 お よ

び 図
一10 に示す。再生細骨材を細骨材に 50％使用 し た

コ ン ク リートの 長 さ変化お よ び 自己 収縮 ひ ずみ は，陸 砂

を用い た 同
一単位水量の コ ン ク リ

ー
トと同等で ある。 ま

た，再生細骨材を細骨材の 全量に用 い た コ ン ク リートの

長 さ変化は ， 同
一

配 合 で砕砂 を用 い た場合と同等 で ある。

再生細骨材 H の 使用が ，コ ン ク リ
ートの 収縮特性に 悪影

響を及 ぼ さな い こ と を示 す も の と考え られ る。

　（4）中性化および塩分漫透 に 対する抵抗性

　中性化促進期間 6 ヶ 月　（二 酸化 炭素濃度 5％ ） にお け

る 中性化深 さ， お よび 塩分濃度 10％ の 塩水 に 6 ヶ 月 間浸

漬 させ た際 の 塩分浸透深 さの 測定結果を図
一11 お よ び

図 一12に 示す。再 生 細骨材を用い た コ ン ク リ
ー

トの 中性

化深 さおよび塩分浸透深 さは，陸砂および砕砂を用い た

場合 と同程度 で ある 。 本実験で 用 い た再 生 細 骨材 が、従

来 の 骨 材 と 同 じ よ うに 耐 久 性 を 要 求 され る コ ン ク リー

ト構 造物 へ 適用 で き る こ とを示 す もの と考 え られる。

4．2 シ り一ズ 2　再生 微粉の コ ン ク リ
ー

ト用 混 和材と し

　　 て の 適用性 に 閣する検討

　（1）フ レ ッ シュ コ ン ク リートの 性状

　再生微粉を 200  ノm3 と多量 に用 い た 場 合，所要 の 流動

性確 保 に は 高性能AE 減水剤を使用する必要が ある （表

一2）。再 生 微粉の 混入 に よ り水粉体比が 小さくなるた め

と考 え られ る。再生微粉混入 コ ン ク リートの ブ リーデ ィ

ン グお よび凝結時間測定結果を図
一13 お よび 図

一14 に

示 す。再生微粉を混入す る とブ リーデ ィ ン グが著 しく減

少 し 、 凝結は 若干 早ま る傾向 となっ た 。 粉体量の 少ない

コ ン ク リートや、微粒分の 不 足 した 細骨材 を 用 い る 際 の

ブ リーデ ィ ン グ対策 と して 再 生 微粉を用い るこ と も効

果的と考えられる。

　（2）圧縮彊度特性

　圧 縮強度お よ び静弾性係数測定結果を図
一15 および

図一16に 示 す。再 生微粉を用い た 場合，無混入 コ ン ク リ
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図
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　　　　結果 （シ リ
ーズ 2）
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図一14　凝 結 試験結果

　　　　（シ リ
ーズ 2）
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圧縮強度試験結果 （シり
一ズ 2）
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一17　自己収縮ひ ずみ 測定結果 （シ 1丿
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一トに 比べ 圧縮強度が 増大 してい る。再生微粉 中に未水

和セ メ ン ト分 が含ま れ てい る可 能性 や ， 微粉末混入 に よ

りセ メ ン トペ ース トマ トリ ッ ク ス が 緻密 化 した こ とな

どが 要因 と して 考え られ る。圧縮強度 と静弾性係数 の 関

係 は ， 比較用 コ ン ク リートと 同程度で あ る。 再 生微粉を

多量 に 混 入 す る と ＝ ン ク リート中 の 骨材量が減少 す る

た め，同
一

強度 レベ ル に おける弾性係数が 小 さくな る可

能性も考え られ る が，本実験の範囲内で は顕著な違い は

認 め られ な い
。

　（3）収縮特性

　長 さ変化お よび 自己収縮ひ ずみ測定結果を図
一17 お

よ び 図
一18 に 示す。再生微粉を用い た 場 合 に は，長 さ変

化お よび 自己 収縮 ひ ずみ と も陸砂 コ ン ク リ
ートに 比 べ

100μ 程度増大 して い る。再生 微粉中の 未水和セ メ ン ト

分 が 水和反応 し て い る可能性や再生微粉 の 混入 に より

粉体量が増大 した こ となどが要因と考えられ る。再生微

粉を用 い る 際 は，同
一

の 単位 水 量 の 場 合に も収 縮ひ ずみ

が増加するこ とに配慮する必要が ある。

　（4）凍結融解抵抗性

　再 生 骨材お よび 再 生 微粉 を用 い た コ ン ク リー
トの 凍

結融解試験結果を図一19に示す。再生微粉 を 200  〆皿
3

と多量 に 混入 し た 場合 お よび 再生細骨 材 と再 生微粉の

両 者 を混和 した場合 に も，耐凍害性 が確保 で き る結果が

得 られ てい る。適切 な 水 セ メ ン ト比 お よび 空 気量 を確保

す れ ば，耐 凍害性 を要 求 され る コ ン ク リートの 混和材 と

し て 再生 微粉を適用 で きる可能性 が ある こ とを示す も

の と考えられる。

　（5｝中性化 およ び塩分浸透に対する抵抗性

　再 生 微粉 を用 い た コ ン ク リ
ー トの 中性化深 さお よび

塩分浸透深さの 測定結果を図 一20お よ び 図一21 に 示 す。

再生 微粉を混入 した コ ン ク リ　一一トは，無混入 の 場合に 比

べ 中性化深さが低減されて い る。再生微粉 に 含まれ る未

水和 セ メ ン トの 反 応や 微粉末 混 入 に よ る 充填 効果 に よ

り ，
ペ ース ト組織が 緻密化され た た め と推測され る。 ま

た，再生微粉 コ ン ク リートの 塩分浸透深 さは 無混入 の 場

合 と同等で ある。再生微粉を混入 して もペ ース ト組織の

塩分浸透性 が 変化 しない こ と を示 す もの と考 え られ る。

5，まとめ

　回 転式遠心破塊装置に よ り製造 し た再 生骨材 お よ び

再生 微粉を用 い た コ ン ク リ
ー一トの 諸性質にっ い て 検討

した。本実験の 範囲で 得 られ た知見を以 下に 示す。

（1）回 転式遠心破塊装置 に よ り 皿SA5021 「コ ン ク リート

　 用再生骨材H 」 の規格を満足 す る再生骨材が製造で

　 き る。た だ し，製造過程 に おい て 原 コ ン ク リ
ー一

ト塊

　 の 半分程度 の 再生 微粉が 副産 され る。

（2）再生細骨材 H を用い た コ ン ク リv −・トの 圧 縮強度特性 、
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図 一19 再生骨材および再生徴粉を用い た

　　　　 コ ン クリ
ートの 凍結融解試験結果
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図一20　中性化深さ測定結果
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図一21 塩分漫透深 さ測定

　　　 結果 （シ リーズ 2）

　 収縮特性，中性化や塩分浸透 に 対す る抵抗性 は，従

　 来 の コ ン ク リート用骨材を用 い た場合 の 品質 と同 等

　 あ る。 た だ し，ブ リーデ ィ ン グ が 多 くなる場合 が あ

　 る こ とに 配慮す る必要が あ る。

（3）再 生 微粉を 200ngin3 と 多量 に 混入 した コ ン ク リート

　 は、収縮 ひ ずみ が若干 増大す る も の の ，圧 縮強度 の

　 増加や中性 化 に 対 す る抵抗性 を向上で きる利点 も有

　　して い る。ま た，適切 な水 セ メ ン ト比、空気量の 確

　 保に よ り耐凍害性 を満足で きる。
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